
議案第３６号 

 

   大野市乾側小学校先行再編方針案 

 

 大野市乾側小学校先行再編方針について、教育委員会の承認を求める。  

 

記 

 

１ 議案内容 別紙のとおり 
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 提案理由 

  乾側小学校の先行再編方針を定めるため   



大野市乾側小学校先行再編方針（案） 

 

１ はじめに 

乾側小学校においては、これまで保護者アンケート調査を行うとともに、未就学児保護者説

明会及び児童保護者説明会、並びに各行政区住民説明会を開催し、様々なご意見を伺い、令和

３年４月１日を目標に乾側小学校を下庄小学校に先行再編することで、保護者及び地域住民の

方々から同意を得ることができました。 

教育委員会では、今後は先行再編方針を定め、子ども達のより良い教育環境を第一に、保護

者及び地域住民の理解を得ながら、乾側小学校の先行再編に取り組みます。 

 

２ 教育委員会の方針 

乾側小学校の先行再編に当たり、教育委員会の方針を次のとおりとします。 

（1）令和３年４月１日を目標に、乾側小学校を下庄小学校に先行再編します。 

（2）中丁区と上丁区の中学校通学区域を、開成中学校から陽明中学校に変更します。 

 

３ 基本的な考え方 

教育委員会では、次のような基本的な考え方に基づき、乾側小学校の先行再編に取り組みま

す。 

（1）児童について 

乾側小学校の児童は、先行再編により小規模校から大規模校に教育環境が変化します。

このことから、保護者を含む児童の不安を解消するとともに、児童の心のケアにも十分配

慮します。 

（2）地域コミュニティについて 

教育委員会では、先行再編後の児童と地域住民が連携協力し、地域コミュニティとの新

しい関わり合いを構築することができるよう、十分配慮します。 

 

４ 先行再編の具体的な内容 

先行再編の具体的な内容を次のとおりとします。 

（1）令和３年４月１日を目標に、乾側小学校を下庄小学校に再編します。 

（2）全児童が下庄小学校から陽明中学校に進学できるよう、中丁区と上丁区の中学校の通学区

域を開成中学校から陽明中学校に変更します。 

（3）再編後は、乾側小学校を廃止します。 

（4）児童の通学の安全確保のため、スクールバスの運行を検討します。 

（5）乾側公民館での放課後子ども教室の運営を検討します。 

（6）乾側小学校の閉校事業を検討します。 

 

５ 大野市乾側小学校先行再編準備委員会の設置 

乾側小学校の下庄小学校への円滑な先行再編に向け、学校及び保護者、地域住民が協働して

準備や諸課題について協議を行うため、大野市乾側小学校先行再編準備委員会を設置します。 


